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2008年3月期 経営基本方針

１．ニューグローバル経営戦略機構の構築

２．基盤技術の革新と集中によるグローバル

生産推進体制の構築

３．先端技術・品質・知財の並立加速で

デファクト・トップ製品の拡大

４．新事業の創出

５．企業価値向上直結の内部統制システム構築
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グローバル経営戦略機構の再構築

液晶関連事業

小型LGP事業部門の組織再編

子会社→本体エンプラ事業部へ統合

半導体機器事業

Enplas (Korea), Inc.の設立

Enplas Niching Technology Corporation

出資比率アップ（７５％→８５％）

グループ組織再編

株主還元としての自己株式(350万株)の取得決議
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損益実績及び計画 （単位： 億円）
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四半期実績推移 （単位： 億円）
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第３四半期

77.1

7.1

7.5

（67.1%）

4.2
21.41円

第４四半期

73.8
（71.1%）

2.2

2.2

△2.7
△13.65円



5

セグメント別 売上計画 （単位： 億円）
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セグメント別 四半期実績推移（単位： 億円）

計計

エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業
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参 考 指 標 （単位： 億円）

２００７年３月期

実績

２００８年３月期

修正計画

第１四半期
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35.0 8.817.3設備投資額設備投資額
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12.9 13.0 2.8研究開発費研究開発費
（4.1%） （4.1%） （4.0%）（売上高比）（売上高比）



各事業セグメントの

ビジネス動向及び計画
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エンプラ事業の動向－ＯＡ－

レーザービームプリンター出荷台数予測レーザービームプリンター出荷台数予測
（百万台）

（当社予測）
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エンプラ事業の動向－ＡＵ－

日系日系自動車メーカーの生産台数予測自動車メーカーの生産台数予測

国内生産台数は堅調、海外生産台数は急伸長

（百万台）

（当社予測）
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半導体機器事業の動向

半導体関連事業の更なる事業拡大と戦略強化

Enplas (Korea), Inc.の設立

事業内容： 半導体機器事業関連製品のマーケティング・

メンテナンス

設立：２００７年７月２日

資本金：３．５億ウォン

出資比率：当社（８５．７％）REPKOREA（１４．３％）

Enplas (Korea), Inc.の設立

事業内容： 半導体機器事業関連製品のマーケティング・

メンテナンス

設立：２００７年７月２日

資本金：３．５億ウォン

出資比率：当社（８５．７％）REPKOREA（１４．３％）

半導体機器技術開発センターの開設

目 的： 先端技術開発の推進と加工技術の社内蓄積

開設日：２００７年６月１日

半導体機器技術開発センターの開設

目 的： 先端技術開発の推進と加工技術の社内蓄積

開設日：２００７年６月１日
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半導体機器事業の動向

半導体用途別売上比率（単体）半導体用途別売上比率（単体）
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●

●

●

生産拠点：フィリピン

●

●

●

生産拠点：ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

ＴＭＤ etc. EPSON etc.

設計拠点：日本

SHARP EPSON CASIO etc.

設計拠点：韓国

SAMSUNG LG etc.

設計拠点：台湾

AUO etc.

無錫

蘇州

南京

生産拠点：華東地区

EPSON SAMSUNG etc.

SHARP ST-LCD etc.

LG etc.

生産拠点：華南地区

東莞

深圳

SHARP CASIO etc.

EPSON etc.

液晶関連事業の動向－小型－

顧客
子会社

↓

Ｅ（Ｊ）

金型製作日本

設計

製品設計

（トライ、まとめ）

エンプラス
グローバル

顧客
生産工場

量産 海外

ネットワーク
金型移管
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液晶関連事業の動向－大型－

（年）

（千台）

0

50

100

150

2005 2006 2007 2008 2009 2010

次世代
LGP

V-cut 200nit

220nit

260nit

300nit

PSP

T   A   R   G   E   T

ノートＰＣ市場予測とターゲットノートＰＣ市場予測とターゲット

ノート市場

プリズムＬＧＰ

180nit

（当社予測）



15

オプト事業の動向－ＡＩＳ－

ＢＲＩＣｓ市場への拡大
テレビ携帯電話の普及
小型・薄型化

高画素化
ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの変化

競合ﾒｰｶｰの参入
要求品質の向上
ＡＩＳ搭載ﾓﾃﾞﾙ数の急増

市
場
環
境

携帯電話向けＡＩＳ急拡大
ＶＧＡ主体

価値創造
価値向上

要素技術
の再構築

販売拡大

小型・低背レンズへ
傾注

市場急成長
事業急拡大

事業改革
再構築

改革

市場認知度
向上

事
業
戦
略

‘06 ‘07 ‘08‘02 ‘03 ‘04 ‘05
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オプト事業の動向－ＯＰＵ－

（百万台）
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オプト事業の動向－ＯＦＣ－

（年）

2004年実績 （千台）

（百万台）
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欧州： 200
ｱｼﾞｱ： 200

（当社予測）



ご清聴ありがとうございました。

株式会社エンプラス
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